共感についての臨床心理学的研究 -法則定立的研究と個性記述的研究の相補的結合をめざして by 角田, 豊
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資料■ 情動的共感性尺度
感情的暖かさ
私は愛の歌や詩に深く感動しやすい。
小さい子供はよく泣くが、かわいい。
歌を歌ったり、聞いたりすると、私は楽しくなる。
私は身寄りのない老人をみると、かわいそうになる。
私は動物が苦しんでいるのを見ると、とてもかわいそうになる。
私は映画を見る時、つい熱中してしまう。
私は人が冷遇されているのを見ると、非常に腹が立つ。
私は贈り物をした相手の人が喜ぶのを見るのが好きだ。
私は大勢の中で一人ぼっちでいる人を見ると、かわいそうになる。
私は会計事務所に勤務するよりも、社会福祉の仕事をする方がよい。
感情的冷淡さ
???
私は他人の涙を見ると、同情的になるよりも、いらだってくる。
私は不幸な人が同情を求めるのを見ると、いやな気分になる。
私はまわりの人が悩んでいても平気でいられる。
私は人がうれしくて泣くのを見ると、しらけた気持ちになる。
私は映画を見ていて、まわりの人の泣き声やすすりあげる声を聞くと、おかしくな
ることがある。
人前もはばからずに愛情が表現されるのを見ると、私は不愉快になる。
私は友人が悩みごとを話はじめると、話をそらしたくなる。
私はまわりが興奮していても、平静でいられる。
私は他人が何かのことで笑っていても、それに興味をそそられない。
私は人がどうしてそんなに動揺することがあるのか理解できない。
感情的被影響性
まわりの人が神経質になると、私も神経質になる。
私は他人の感情に左右されずに決断することができる。　（R）
私は感情的にまわりの人からの影響を受けやすい。
私は友人が動揺していても、自分まで動揺してしまうことはない。　（R）
私は悪い知らせを人に告げに行く時には、心が動揺してしまう。
（R）は逆転項目
資料2 孤独感尺度（LSO）
LSO－U
私の考えや感じを何人かの人はわかってくれると思う。
私は、私の生き方を誰かが理解してくれると信じている。
人間は、互いに相手の気持ちをわかりあえると思う。
人間は、他人の喜びや悩みを一緒に味わうことができると思う。
私のことをまわりの人は理解してくれていると、私は感じている。
私のことに親身に相談相手になってくれる人はいないと思う。　（R）
誰も私をわかってくれないと、私は感じている。
私の考えや感じを誰もわかってくれないと思う。　（R）
私の生き方を誰もわかってくれはしないと思う。　（R）
LSO－E
自分の問題は、最後は、自分で解決しなくてはならないのだと思う。
どんなに親しい人も、結局、自分とは別個の人間であると思う。
結局、自分はひとりでしかないと思う。
人間は、本来、ひとりぼっちなのだと思う。
私とまったく同じ考えや感じを持っている人が、必ずどこかにいると思う。　（R）
結局、人間は、ひとりで生きるように運命づけられていると思う。
私の人生と同じ人生は、過去にも未来にもないと思う。
（R）は逆転項目
資料3 自意識尺度
公的自意識
?? ??
自分が他人にどう思われているのか気になる。
世間体など気にならない。　（R）
人に会う時、どんなふうにふるまえば良いのか気になる。
自分の発言を他人がどう受け取ったか気になる。
人に見られると、ついかっこうをつけてしまう。
自分の容姿を気にするほうだ。
自分についてのうわさに関心がある。
人前で何かする時、自分のしぐさや姿が気になる。
他人からの評価を考えながら行動する。
初対面の人に、自分の印象を悪くしないように気づかう。
人の目に映る自分の姿に心を配る。
私的自意識
自分がどんな人間か自覚しようと努めている。
その時々の気持ちの動きを自分自身でつかんでいたい。
自分自身の内面のことには、あまり関心がない。　（R）
自分が本当は何をしたいのか考えながら行動する。
ふと、一歩離れたところがら自分をながめてみることがある。
自分を反省してみることが多い。
他人を見るように自分をながめてみることがある。
しばしば、自分の心を理解しようとする。
つねに、自分自身を見つめる目を忘れないようにしている。
気分が変わると自分自身でそれを敏感に感じ取るほうだ。
（R）は逆転項目
